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   We performed hyperthermia concomitantly with the use of anticancer agents (etoposide and 
peplomycin) for the treatment of 13 patients with prostatic cancer. Seven of them were new cases 
and the others were recurrent ones. After intravenous administration of etoposide and peplomycin, 
hyperthermia was applied twice a week for 10 times in total. Clinical efficency was evaluated by 
CT, ultrasound, prostatic biopsy. Tumor regression were observed in 12 cases. According to the 
General Rule for Clinical and Pathological Studies on Prostatic Cancer by Japanese Urological 
Association and the Japanese Pathological Society, one case of Eft and 5 cases of Ef, were obtained 
with this treatment. Side effects caused by hyperthermia were urethral pain (1 case) and skin 
burning (1 case) noted 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 833-836, 1991)












対象 は,新 鮮 例7例,再 燃 例6例 の前 立 腺 癌 症 例
で,そ の年 齢 は,52～87歳,平 均71.1歳で あ った.
stageの内訳 は,stagcB1例,stageC8例,stage
D3例 で あ った.組 織 型 は,高 分 化 腺 癌 が2例,
中 分化 腺 癌 が5例,低 分 化腺 癌 が5例,扁 平 上皮 癌 が
1例で あ った(Table2).再燃 例 は,LHRH-ana-
Logueを投与 され て い た1例 を除 き,前 治 療 と して去
























































・o.症例 年齢 …g・ 病理 温薔餅 etoposidePEP組織 学 的 前 立 腺






















































































































症例1-7:新鮮例,症 例8-13:再燃例.病 理:低 …低分化腺癌,中 … 中分化腺癌,高 …高分化腺癌,













治療前高値を示 した症例は,新 鮮例で5例,再 燃例で
3例存在した.治 療後は,全 例で低下を示 した.し か























































高 い 血 中 濃 度 が,長 時 間 持 続 す るpeplomycin")を
温 熱療 法 の数 時 間 前 よ り点 滴 静 注 を行 い,こ れ に比 し
て 速 や か に血 中 よ り消 失 す るetoposide's)は温 熱 療
法 直前 に点 滴 静 注 で 投 与 を 行 った.そ の結 果,治 療 成
績 に 関 して は,13例中12例で 治療 直 後 の 画 像診 断 で前
立 腺 の 縮 小 を 見た.組 織 学 的 治 療 効 果 で もEf2,Ef,
を示 した症 例 が 評 価 可能 で あ った12例中6例 を し め
た.な お,こ れ ら の治 療成 績 は補 助 療 法 施 行前 に判 定
した もの な の で本 療 法 の 直接 的効 果 と考 え られ た.総
じて,NationalProstaticCancerProject(NPCP)
の治療 効果 判 定 基 準16)でcompleteresponseと判 定
され る もの1例,partialresponseとな る もの2例,
objectiveprogressionを示 す 症 例 は存 在 しなか った,
副 作 用 に 関 しては,温 熱 療 法 に 由来 す る重 篤 な もの
は 観 察 されず,全 症 例 で 安 全 に 治療 を行 い 得 た.
以 上 の ご と く,本 療 法 に よる 治療 は,加 温 能力,効
果 の 点 で評 価 し うる もの と考 え られ た.し か し,温 熱
療 法 単 独 群,化 学 療 法 単 独 群 との比 較 が な され て いな
いた め 正確 な評 価 は 現 段 階 で は不 可 能 と考 え られ る.
結 語
内腔式アプリケーターを用いた13.56MHzRF波
による温熱療法を13例の前立腺癌症例 に対 し施行 し
た.化 学療法を併用した温熱療法は,前立腺癌に対し
有用であると考えられた.
稿を終え るにあた り,御 指導頂いた浜松医大 河 辺香月教
授,田 島惇助教授,太 田信隆講師,大 田原佳久助手な らびに
増田宏昭医長に深謝致 します.
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